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本紙は某日Ａ氏にアンケートを実施
した。Ａ氏は約７ヶ月通所したほっぷ
を卒業し復職した。本記事ではアンケ
ートを抜粋し紹介する。

Ｑ１．あなたにとって良かったプロ
グラムを教えてください。
Ａ１．「アサーション×ＳＳＴ」他
のプログラムのベースとなるコミュニ
ケーションの知識と技術を身につけら
れるため。
「リワークコースプログラム」ハー
ドルが高いグループワークで自分の癖
が出やすく、メンバーからのフィード
バックをもとに自己理解が進むため。
「グループプレゼン」グループで目
標に向かって試行錯誤していく過程で
自分の癖が出やすく、成功しても失敗
しても学びがある。

Ｑ２．ほっぷ通所前と現在とで、変
わったなぁと思う自分の行動や考え方、
気づいたこと等あれば教えてください。
Ａ２．どれだけ自分一人で考えても
不安感は解消しない。不安な時、他者
に助けてもらえるためにどうするかを
考えて行動する。

Ｑ３．もし、休職前の自分に一言声
をかけるなら、どんな言葉をかけます
か？
Ａ３．『ひとりで悩んでいても解決
しない。他の人との関係が解決の鍵。
』

Ｑ４．最後に、残されるメンバーに
メッセージをお願いします。
Ａ４．なぜ休職したのかの真の原因
を追及しましょう。その後のほっぷで
の活動の充実度が高くなると思います。
フィードバックなど色々お世話になり
ました。ありがとうございました。

通所初めは一人きりで考え込んで作
業し、振り返りの場で「早く相談すれ
ばよかった」と自分の癖に嘆いていた
Ａ氏。これを繰り返すうちに、困った
ら直ぐに確認・相談するように行動変
容していったことが、同じワークに取
り組む機会の多かった筆者の印象に強
く残っている。ほっぷでの経験を忘れ
ず、復職された職場でのご活躍を祈る。
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The Message from GRADUATES
（ひとりで悩んでいても解決しない）

本プログラムは、職場を想定した一
か月間のグループワークを通して、自
身の思考傾向や癖を見つけ、他者から
のフィードバックにより自己理解を深
めるものである。

６月は「ほっぷの企業向けパンフレ
ット改訂」を課題に活動した。参加者
はデザイン会社の職員、ほっぷは依頼
主という想定で、参加者は二つのグル
ープに分けられる。二つのグループが
それぞれ依頼主の要件を満たすような
パンフレットの作成に従事し、活動最
終日に実施されるコンペの場で、依頼
主から二グループのパンフレットの採
用、不採用の判断が下される形となる。
依頼主から「企業連携する際に当施設
についてスムーズに理解してもらえる
ようなパンフレットの作成をお願いし
ます。」と、新パンフレットに対する
大まかな要望が提示され活動が開始さ
れた。

新パンフレットを作成するに当たり、
展開Ａ３二つ折り一枚の指定があり、
現行のパンフレットよりも内容を大幅
に絞る必要があった。その為、ほっぷ
の利点やリワークの概要等を細かく説
明しようとすると、文字ばかりとなり
パンフレットとしては見辛いものとな
ってしまう。少ないスペースをいかに
活用するかが両グループ共に頭を悩ま
せるポイントとなった。

作業の進め方はグループによって大
きく異なり、一方は、メンバーの一人
一人が思い思いのパンフレットを作成
し擦り合わせる方法、もう一方は、個
人の適正にあわせて担当を分け、全員
で一つのパンフレットの完成を目指す
方法と、メンバーの特色を生かすため
に、全く異なる方式で作業が展開して
いったことが印象的であった。

各グループメンバーが四苦八苦しな
がら新パンフレット作製に携わり一か
月後、二つのパンフレットが無事完成
しコンペ当日を迎えた。各グループの
パンフレットは、一方は緑を基調とし
た優しさを感じさせるデザインに、写
真を活用し見やすさを重視した王道の
レイアウト、もう一方は青を基調とし
たスタイリッシュなデザインに、中央
に配置した図の周囲に各種説明を添え
るという奇をてらったレイアウトと、
対照的な印象の仕上がりとなった。

コンペには、審査員としてほっぷの
スタッフ二名と、広報の分野に造詣の
深い病院スタッフ一名が参加した。各
グループのアピールの後には質疑応答
が行われたが、文字の大きさやフォン
ト、図の配置や改訂履歴の有無など、
製作側が重要視していなかった要素に
関する指摘が多く飛び出し、結果発表
までの休憩時間は参加者のどよめきに
包まれた。

結果発表では、「どちらのパンフレ
ットもそのままでは採用できないが、
細かな改良を加えれば十分に採用圏
内」という決着を迎えた。また、「両
者にはそれぞれ異なる良さがあり、客
層などにより二つのパンフレットを使
い分けて運用できる」と、両者に明確
な優劣がなかったことも示された。

今月は図書委員会によるほっぷ図書
の紹介記事を掲載する。以下はほっぷ
図書にある『ユーモアは最強の武器で
ある』の紹介である。
「ユーモアを発揮しよう」と言われ
ると、「自分にはユーモアのセンスは
ない。向いていない。」という方が多
いのではないだろうか。ましてや、仕
事の場面でユーモアなんてより難しく
なる。
しかし、こんな話を聞いたら、ちょ
っと興味が湧くのでは？
「怖そうな上司が赴任してきた。そ
の上司は、挨拶で、会社が傾くような

自分の失敗談をユーモアたっぷりに話
した。その後のその組織は、失敗を恐
れず、多種多様な意見が活発に飛び交
う組織に変わっていった。」
筆者はこの本を読んで、ユーモアの
ハードルの高さが変わった。ユーモア
を披露して笑わせることにとらわれる
必要はなく、ユーモアを用いるだけで
その人と一緒にいることが心地よいと
思ってもらえることにつながり、良い
発見になった。人間関係がうまくいく
ようになるツールとしてユーモアを取
り入れていきながら、ほっぷでの活動
や復職後の職務に取り組んでいきたい。

７月某日、ほっぷのプログラムの一
つであるホームルームが実施された。
ホームルームとは利用者が今の自分た
ちの状況に合わせて主体性を重視し、
この時間をどのように過ごすのかを話
し合って決定、実施するプログラムで
ある。
この日実施する内容は「推し曲紹
介」に決まった。「推し曲紹介」とは
提案者によると、自分の好きなアーテ
ィストや曲を前に出てみんなに紹介す
る、というものであった。過去のホー
ムルームで一度も行われたことのない
新しいものであったことや「推し曲」
というワードが斬新に見えたことが強
く皆の興味を引いたようだ。また、普
段自分の意見を伝えたり、発表、プレ
ゼンしたりすることが苦手な利用者も
多いが、自分の好きなことであれば発
表しやすく良い練習になるのではない
かということ、利用者の好きな物をお
互いに知ることによって、コミュニケ
ーションのきっかけにもなるのではな
いかということもあり、本提案は共感
を得て採用された。
場所はフィットネスルームで、椅子
を並べ観客席が作られた。持ち時間は
決めてはいなかったが一人５分程で全

員が紹介することとなった。紹介者は
前に出てアーティストや曲に対する思
いの丈を伝えてから、モニターにＹｏ
ｕＴｕｂｅで曲をワンコーラス流すと
いうのが主な流れであった。新しい曲、
古い曲、邦楽、洋楽、マニアックな曲、
メジャーなアーティスト、マイナーな
アーティストから環境音まで十人十色
の選曲。朝に聞くと元気が出る、リズ
ムが好き、ダンスがかっこいい、実は
歌詞には知られざる意味がある、今の
自分の心境にぴったりだ、曲を聴いて
いた当時の熱い感情がよみがえる、
等々多種多様な理由で紹介がなされ、
大盛況の会となった。
実際、「推し曲紹介」するにあたり
内容を考える時間はあまりなかったの
だが、そのなかでも皆が自分の「推し
曲」をしっかりと紹介することができ
ていたのには驚いた。筆者としては自
分の言いたいことが説明不足でうまく
伝えることができず、改めて伝えるこ
との難しさを考えさせられる回ではあ
った。今後もホームルームならではの
提案が挙がることが楽しみである。

The Introduction of Hop favorite book

（ユーモアは最強の武器である）

筆者も本活動に参加したが、パンフ
レット作成のノウハウは全く分からず、
ネットで調べたり、手探りで作成して
みてからグループ内で話し合って改良
していったりと大変な一か月となった。
しかしながら、初見の事柄に対して、
同僚や上司と意見をすり合わせながら
仕事を行う良い訓練になったほか、専

門的な観点からの評価基準に、製作側
が重要視していなかった点が多く含ま
れていたことから、正しい他者視点に
ついて見つめなおす良い機会にもなり、
全体を通してとても良い学びの場であ
ったと考える。

アピールの様子 結果発表の様子


